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種の解説と項目

絶滅のおそれのある野生生物に該当した種の解説は、各分類群ごとでカテゴリー順に行いました。
それぞれの種については、可能な限り写真を掲載することに努めましたが、「市内絶滅」と「市内

野生絶滅」に該当した種については写真の掲載は行わず、種の解説のみをこの項で行いました。なお、
「市内絶滅」と「市内野生絶滅」はここに掲載した種のみではなく、他にも該当する種がある可能性
が考えられます。

種の解説は以下のとおりです。

●カテゴリー
各種ごとに、千曲市、長野県、環境省のそれぞれのカテゴリーから該当するカテゴリー名を記載し
ました。

●和名
植物については和名の横に漢字名を記載し、和名の意味が理解しやすいように努めました。

●科名
植物については科名と属名を記載し、動物については科名を記載しました。

●学名
植物については学名の横に種小名の意味を（ ）内に記載し、種の特徴や由来が理解できるように
努めました。

●種の特徴
種の形態や生態、生活形について記載しました。

●生育環境・生息環境
植物は生育環境、動物は生息環境として、各種の主な生育・生息環境を記載しました。

●国内や県内の分布
各種の国内における分布地と長野県内における分布地の状況を記載しました。

●市内の状況と絶滅危惧（留意）要因
現地調査で確認された市内における各種の分布地、絶滅危惧の要因または留意すべき要因を記載し
ました。

●特記事項
和名の由来、法令等の指定状況、北限、南限などを記載しました。

1
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市内絶滅

和　名 ドロヤナギ（ドロノキ） 科　名 ヤナギ科

学　名 Populus maximowiczii 長野県 指定なし 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

渓谷
けいこく

や河原、湿地などに生える高木
こうぼく

。樹皮
じゅ ひ

は暗灰褐色
あんはいかっしょく

でそろばん玉状の裂け目があり、
老木になると灰色で縦に深い溝ができます。葉裏は白っぽく、樹脂

じゅ し

を分泌
ぶんぴつ

するため光沢
があります。

絶滅の要因
と判定理由

大池周辺で生育記録がありますが（横内斎：八幡大池周辺の植物、1964）、その後確認さ
れず、現地調査でも確認されていません。

●維管束植物

和　名 オキナグサ 科　名 キンポウゲ科

学　名 Pulsatilla cernua 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 絶滅危惧Ⅱ類

特徴と
生育環境

丘陵帯
きゅうりょうたい

～山地帯
さんちたい

の日当たりのよい草原に生える高さ10～40cmの多年草
たねんそう

。茎全体に白色
の長い毛を密生

みっせい

し、４～５月に、先端に暗赤褐色
あんせきかっしょく

の花を１個つけます。

絶滅の要因
と判定理由

1965年に旧更埴市で採取された標本が残り、鏡台山で生育記録がありますが（更級埴科
地方誌、1968）、その後確認されず、現地調査でも確認されていません。採取や生育地の
自然遷移
しぜん せ ん い

により絶滅したものと考えられます。

和　名 ヘビノボラズ 科　名 メギ科

学　名 Berberis sieboldii 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

普通は丘陵帯
きゅうりょうたい

～山地帯
さんちたい

の照葉樹林内
しょうようじゅりんない

に生える落葉性
らくようせい

の小型低木で、高さは80cm以下。
枝にトゲがあり、５月頃に短い枝の先に垂れ下がる数個の花を咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

大池周辺で生育記録がありますが（横内斎：八幡大池周辺の植物、1964）、その後確認さ
れず、現地調査でも確認されていません。
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和　名 ヒメビシ 科　名 ヒシ科

学　名 Trapa incisa 長野県 絶滅危惧ⅠＡ類 環境省 絶滅危惧Ⅱ類

特徴と
生育環境

池沼
ちしょう

に生える１年草。ヒシに似ていますが小型で、葉の表面は光沢があり、葉の裏の脈
みゃく

にはまばらに毛があります。果実
かじ つ

は堅
かた

く、４本のトゲがあります。７～９月に白または
淡い紅色の花を咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

1984年に旧戸倉町で採取された標本が残り、芝平新池
しばだいらしんいけ

で生育記録がありますが（戸倉町
誌、1991）、その後は確認されず、現地調査でも確認されていません。生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

などにより絶滅したものと考えられます。

和　名 フサモ 科　名 アリノトウグサ科

学　名 Myriophyllum verticillatum 長野県 準絶滅危惧 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

ため池や水路などに生育する多年性の沈水
ちんすい

植物で、葉は４～５枚が輪生
りんせい

し、羽のように
細く裂けます。６～８月に白色の花を咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

1984年に旧戸倉町の三島と若宮で採取された標本が残り、旧戸倉町の用水でも生育記録
がありますが（戸倉町誌、1991）、その後は確認されず、現地調査でも確認されていませ
ん。生育地の池沼

ちしょう

開発や用水の改修により絶滅したものと考えられます。

和　名 ムシャリンドウ 科　名 シソ科

学　名 Dracocephalum argunense 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 絶滅危惧Ⅱ類

特徴と
生育環境

山地の日当たりのよい草原に生える高さ20～40cmの１～２年草または多年草。茎は四角
で下向きの細い毛があり、茎の中ほどから上の葉は対生

たいせい

します。６～８月に茎の 頂
いただき

に
青紫色
あおむらさきいろ

のリンドウに似た花を数個咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

鏡台山や五里ヶ峯の防火帯
ぼうかたい

で確かな生育情報がありますが、現地調査では確認されてい
ません。また、隣の坂城町で1975～1978年に採取された標本が残っています。生育に適
した草原の管理放棄

かんり ほ う き

などにより絶滅したものと考えられます。



49

絶滅のおそれのある野生生物第3章

和　名 タチアザミ 科　名 キク科

学　名 Cirsium inundatum 長野県 指定なし 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

湿地や流れの近くに生える高さ１～２ｍの多年草。茎は直立
ちょくりつ

し、上部で枝分かれします。
葉は長さ15～25cmで、花（頭状花序

とうじょうかじょ

）は紫色で、８～10月に上向きに１～５個咲かせま
す。

絶滅の要因
と判定理由

大池周辺で生育記録がありますが（横内斎：八幡大池周辺の植物、1964）、その後確認さ
れず、現地調査でも確認されていません。

和　名 アギナシ 科　名 オモダカ科

学　名 Sagittaria aginashi 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 準絶滅危惧

特徴と
生育環境

池沼や湿地、水田などに生える高さ30～80cmの多年草。オモダカに似ていますが、根元
に粒状

つぶじょう

の「むかご」を多数つけ、矢じり形の葉の先がオモダカは尖
とが

るのに対して、アギ
ナシ丸みを帯びます。８～10月に白い３枚の花弁

かべん

の花を咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

旧戸倉町の水田で生育記録がありますが（戸倉町誌、1991）、その後は確認されず、現地
調査でも確認されていません。水田の圃場整備

ほじょうせいび

や乾田化
かんでんか

などにより絶滅したものと考え
られます。

和　名 クロモ 科　名 トチカガミ科

学　名 Hydrilla verticillata 長野県 絶滅危惧ⅠＡ類 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

湖沼やため池、河川に生育する沈水
ちんすい

植物。茎は水中で長く伸びてよく枝分かれします。
葉は暗い緑色で３～８枚が輪生

りんせい

します。花期は８～10月で、雄花は開花すると離れて水
面に浮きます。

絶滅の要因
と判定理由

1984年に旧戸倉町で採取された標本が残り、用水路や小川で生育記録がありますが（戸
倉町誌、1991）、その後は確認されず、現地調査でも確認されていません。生育地の用水
の改修により絶滅したものと考えられます。
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和　名 エゾノヒルムシロ 科　名 ヒルムシロ科

学　名 Potamogeton gramineus 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

湖沼やため池の浅い水域に生える沈水
ちんすい

～浮葉
ふよ う

植物。沈水葉
ちんすいよう

は線形
せんけい

～倒披針形
とうひしんけい

で柄がなく、
葉の縁には細い鋸歯

きょ し

があります。浮葉
ふよ う

は長楕円形
ちょうだえんけい

～楕円形
だえんけい

。７～９月に緑～茶色の花を
咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

大池で生育記録がありますが（更級埴科地方誌、1968）、その後確認されず、現地調査で
も確認されていません。水質汚濁

すいしつおだく

などにより絶滅したものと考えられます。

和　名 ウキガヤ 科　名 イネ科

学　名 Glyceria depauperata var. infirma 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 指定なし

特徴と
生育環境

水路や水田などの水辺や水中に生育する多年草。茎は水の底を這
は

って伸び、葉は幅が２
～４mmで普通は水面に浮きます。小穂

しょうすい

の長さが１～2.5cmで、外花穎
そとかえい

（基部にある数
個の鱗片状

りんぺんじょう

の葉）の長さは４～4.5mmです。花期は５～７月です。

絶滅の要因
と判定理由

1984年に旧戸倉町で採取された標本が残り、三島の人工池では1984年に生育が確認され
ていますが（戸倉町誌、1991）、生育地の人工池は現在なく、絶滅したものと考えられま
す。

和　名 クマガイソウ 科　名 ラン科

学　名 Cypripedium japonicum 長野県 絶滅危惧ⅠＡ類 環境省 絶滅危惧Ⅱ類

特徴と
生育環境

低山帯
ていざんたい

のスギ林などに生えるラン科植物で、茎の高さは20～40cm、縦じわの入った
扇形
おうぎがた

の特徴のある葉を２枚つけます。花期は５～６月で、葉の間から伸びた茎の先に、
白地に紫色の模様がある 袋 状

ふくろじょう

の花を咲かせます。

絶滅の要因
と判定理由

1983年に旧戸倉町で採取された標本が残り、冠着山でも生育記録がありますが（戸倉町
誌、1991）、その後は確認されず、現地調査でも確認されていません。採取や森林伐採な
どにより絶滅したものと考えられます。
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和　名 ニホンオオカミ 科　名 イヌ科

学　名 Canis lupus hodophilax 長野県 絶滅 環境省 絶滅

特徴と
生息環境

体長は１ｍ前後で、尾の長さは約30cm、肩の高さは約50cm。ユーラシア中・北部や北
アメリカに広く分布するオオカミの１亜種

あし ゅ

ですが、体が小さく、手足や耳が短いのが特
徴です。シカなどの草食動物を群れで捕食したり、ノウサギや野ネズミ類を食べていた
と考えられます。

絶滅の要因
と判定理由

1905年（明治38年）に奈良県東吉野村
ひがしよしのむら

で若い雄の個体が捕獲されたのを最後に絶滅し
たと言われています。狂犬病

きょうけんびょう

やジステンバーなどの家畜
かち く

伝染病
でんせんびょう

、狩猟
しゅりょう

や駆除
くじ ょ

、生息
地の開発などが絶滅の要因とされています。県内にも生息していたことは事実で、古文
書への記録の他、頭骨

ずこ つ

が上田高校に保管されているため、市域も本種の行動圏
こうどうけん

に含まれ
ていたものと考えられます。

●哺乳類

和　名 ニホンカワウソ 科　名 イタチ科

学　名 Lutra lutra nippon 長野県 絶滅 環境省 絶滅危惧ⅠＡ類

特徴と
生息環境

体長は60～70cm、尾の長さは40～50cm、体重は約10kg。イギリス、ヨーロッパ、東南
アジア、中国、極東

きょくとう

まで広く分布するユーラシアカワウソの日本本土亜種で、河川の中
下流域や沿岸部に生息し、魚類やエビ・カニ類などを捕食していました。

絶滅の要因
と判定理由

かつては本州から九州まで広く生息していたとされ、長野県内の各地でも1930年ころま
では生息していた記録はありますが、その後の確実な記録はありません。市域を流れる
千曲川も本種の生息場所、行動圏

こうどうけん

に含まれていたものと考えられます。

和　名 チゴモズ 科　名 モズ科

学　名 Lanius tigrinus 長野県 絶滅危惧ⅠＡ類 環境省 絶滅危惧ⅠＡ類

特徴と
生息環境

全長は約19cm、翼長
よくちょう

は８～９cm。雄の頭部は灰色で背面は赤褐色
せきかっしょく

、 嘴
くちばし

から眼の後
ろにかけての黒色が目立ちます。雌は目先が白く、脇腹に褐色の横縞

よこじま

があります。低地
から低山の広葉樹林

こうようじゅりん

やアカマツ林などに生息し、昆虫類やクモ類、ミミズ、両生類など
も食べます。

絶滅の要因
と判定理由

中国東部から朝鮮半島などを経由し、日本には５月上旬頃に本州中部から東北地方にか
けて局所的

きょくしょてき

に渡来します。千曲市でも30年ほど前に倉科の民家の庭先で３年間確認され
ましたが、生息環境が変化したためか、その後は全く確認できていません。

●鳥類
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和　名 セッカ 科　名 ウグイス科

学　名 Cisticola juncidis 長野県 絶滅危惧ⅠＡ類 環境省 指定なし

特徴と
生息環境

全長は約12cm、翼長
よくちょう

約５cm。体の上面は黄褐色
おうかっしょく

で、黒い縦斑
たてはん

があり、下面は白く、
脇腹は褐色味があります。主に丈

たけ

の低いイネ科の草本
そうほん

が茂る草原に生息し、昆虫類やク
モ類などを食べます。

絶滅の要因
と判定理由

アフリカ、地中海沿岸、インド、東南アジア、オーストラリア北部などに広く分布、国
内では秋田県から沖縄県にかけて分布し、九州より北では夏鳥として渡来

とら い

します。千曲
市でも千曲川などで10年ほど前までは生息していましたが、その後の記録はありません。
河川敷の公園や運動場整備、草原の消失

しょうしつ

などで市内では見られなくなったものと思われ
ます。

和　名 オオルリシジミ 科　名 シジミチョウ科

学　名 Shijimiaeoides divinus barine 長野県 絶滅危惧ⅠＢ類 環境省 絶滅危惧Ⅰ類

特徴と
生息環境

シジミチョウの中でも比較的大型で、前翅長
ぜんしちょう

は約20mmです。雄の翅
はね

は外側の黒い帯を
除いて瑠璃色

る り い ろ

で、雌は前翅
ぜん し

、後翅
こう し

の中央付近に黒い点があります。年に１回、６月頃に
成虫が現れ、幼虫はマメ科のクララのみを食草

しょくそう

とします。

絶滅の要因
と判定理由

生育場所の自然遷移
しぜえんせんい

による森林化、チョウマニアによる採取、圃場整備
ほじょうせいび

による土地の改
変などにより全国的に減少し、長野県内でも現在は東御市と旧堀金村（現在の安曇野市）
のみで人工的な増殖が試みられています。千曲市でも1979年以前の生息記録はあります
が、それ以降の生息確認はなく、絶滅したものと考えられます。

●昆虫類

和　名 タガメ 科　名 コオイムシ科

学　名 Lethocerus deyrollei 長野県 絶滅 環境省 絶滅危惧Ⅱ類

特徴と
生息環境

日本で最大の水生昆虫で体長は60mm前後。頭は三角形で、複眼
ふくがん

は飛び出し、前脚は鎌
かま

に似た形で鋭い爪があり、オタマジャクシやカエル、小魚などを捕らえて消化液
しょうかえき

を送り
込み、溶けた体液状

たいえきじょう

の肉を食べます。

絶滅の要因
と判定理由

本州～九州、沖縄県、台湾、中国などに分布し、県内でも1960年以前は各地の池や田で
普通に見られましたが、農薬に非常に弱く、千曲市を含めて、1960年代にはほぼ絶滅し
たと考えられます。
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和　名 アカオニグモ 科　名 コガネグモ科

学　名 Araneus pinguis 長野県 準絶滅危惧 環境省 指定なし

特徴と
生息環境

体長は雌が15～22mm、雄が９～12mm。雌は未成熟
みせいじゅく

で黄色、成熟
せいじゅく

すると丸く大きな
腹部
ふく ぶ

が赤変
せきへん

します。腹部には子グモのときから白色の斑紋が多数あります。雄は赤変し
ません。標高700～800ｍ以上の草原や開けた林縁部に生息し、低い位置に垂直円網

すいちょくえんもう

を張
ります。成熟期は８～９月で、秋に草の根元や石の下などに産卵します。

絶滅の要因
と判定理由

過去の記録はありませんが、1975～1978年に坂城町の和平で多産していた記録があるの
で、隣接する沢山の開拓地にも当時は生息していたと推量できます。現在は両開拓地と
もに全く生息せず、大池周辺や冠着山などの他の高地でも生息していません。草原や林
縁部の機械による刈り払い、畑に散布する殺虫剤により絶滅したと考えられますが、他
地域でも生息数が減っているので、別の要因も考えられます。

●クモ類
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市内野生絶滅

和　名 ウナギ 科　名 ウナギ科

学　名 Anguilla japonica 長野県 野生絶滅 環境省 情報不足

特徴と
生息環境

体は細長く、全長は最大で約100cm。背側は暗色
あんしょく

で腹側は黄白色
おうはくしょく

、背びれから尻びれ
までが連続しています。産卵場はフィリピン沖で、仔魚

しぎ ょ

はシラスウナギと呼ばれ、日本
では10月～６月にかけて河川を 遡

さかのぼ

ります。海、河川の下流域～中流域、湖沼に生息し、
夜行性
やこうせい

で主に水生昆虫類や小魚、貝類、エビ類などを食べます。

絶滅の要因
と判定理由

国内では太平洋側は北海道の日高地方以南、日本海側では石狩川以南の日本各地に分布
し、県内では県下全域の河川中下流域と湖沼に分布しますが、全てが放流魚と考えられ
ます。更埴漁協でも毎年千曲川へ放流を行っています。ダムの建設などにより河川への
遡上
そじょう

、降下
こうか

環境が悪化し、野生の個体は生息しないと考えられています。

●魚類

和　名 アユ 科　名 アユ科

学　名 Plecoglossus altivelis altivelis 長野県 野生絶滅 環境省 指定なし

特徴と
生息環境

全長は10～30cm。背側は青みがかったオリーブ色、腹側は銀白色
ぎんはくしょく

、背びれと尾びれの
間に脂

あぶら

びれがあります。成魚
せいぎょ

は秋に河川の中下流域で産卵し、孵化
ふ か

した仔魚
しぎょ

はすぐに海
へ下り、春に群れをなして河川を遡上

そじょう

します。河川の中流域で定着した後、藻類
そうるい

を食べ、
なわばりをつくります。

絶滅の要因
と判定理由

国内では北海道西部以南の日本各地に分布し、県内では各地の河川中流域に分布します
が、全てが放流魚と考えられます。更埴漁協でも毎年千曲川へ放流を行っています。ダ
ムの建設などにより河川への遡上、降下環境が悪化し、野生の個体は生息しないと考え
られています。

和　名 サケ 科　名 サケ科

学　名 Oncorhynchus keta 長野県 野生絶滅 環境省 指定なし

特徴と
生息環境

全長60～70cm。背側は暗い青色、腹側は銀白色
ぎんはくしょく

、背びれの後ろに脂
あぶら

びれがあります。
成魚
せいぎょ

は秋に海から生まれた河川を遡上
そじょう

して、地下水の湧水域
ゆうすいいき

で産卵します。孵化
ふ か

した
仔魚
しぎょ

は翌年の春に海へ下ります。

絶滅の要因
と判定理由

国内の日本海側では九州北部以北、太平洋側は利根川以北の河川に遡上
そじょう

し、県内では千
曲川へ稀

まれ

に遡上
そじょう

します。近年では2010年10月20日に上田市の千曲川で雌の個体がヤナで
確認されています。ダムの建設などにより河川への遡上

そじょう

、降下
こう か

環境が悪化し、野生での
再生産（産卵、孵化）は確認されていません。
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絶滅のおそれのある野生生物

平成20年（2008年）から平成22年（2010年）にかけて行った維管束植物および動物の現地調査によ
り、千曲市内で生育や生息が確認された種は2,631種に及びました。
このうち、何らかの影響により、生育や生息環境が変化し、その生存が危ぶまれている種は310種

でした。
これは、私たちの千曲市に生育や生息する動植物の約９種類に１種類にあたります。

次頁より、絶滅のおそれのある野生生物について説明します。

2





①維管束植物
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維
管
束
植
物

チャセンシダ 【茶筅羊歯】
Asplenium trichomanes（細くて薄い） チャセンシダ科 チャセンシダ属

常 緑
じょうりょく

のシダ植物で、10～30cm程度の茎
くき

が束生
そくせい

します。
葉質
ようしつ

は薄い紙質で、葉柄
ようへい

は紫褐色
しかっしょく

から黒褐色
こっかっしょく

で
翼
よく

がありません。中軸
ちゅうじく

も紫褐色で、両側に狭
せま

い
翼があります。

岩の上や石垣に生育しています。

北海道から九州に分布。県内は中部・南部に多く、
北部では少ないです。

森地区の風穴
ふうけつ

の一箇所のみで確認されています。
生育地は礫地

れきち

の崩落
ほうらく

地で、４～５個体のみの生育です。
生育地の崩落、自然遷移

しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が危惧
き ぐ

されています。

和名は、茎が束生するようすが抹茶
まっちゃ

を点
た

てる茶筅
ちゃせん

に似ているため、とされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

タカネサトメシダ 【高嶺里雌羊歯】
Athyrium pinetorum（針葉

しんよう

樹林の） メシダ科 メシダ属

夏緑性
かりょくせい

のシダ植物で、葉は30～40cmで三角形状
に生育します。小型のサトメシダという感じです
が、最下

さいか

小羽片
しょううへん

がやや外先に出ることで内先に出
るサトメシダと区別できます。

高地の湿潤
しつじゅん

な林床
りんしょう

や沢筋
さわすじ

に生育します。

本州から四国（太平洋側に偏
かたよ

る）に分布。県内
は全県の亜

あ

高山帯
こうざんたい

（標高
ひょうこう

1500～2300ｍ）に分布
します。日本固有種です。

森地区の夕日山林道沿いの標高530ｍの山地内で
地下から冷気が吹き上げる風穴

ふうけつ

と呼ばれる地帯に
１～２株生育しています。

自然遷移
しぜん せ ん い

、地形の改変
かいへん

による絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名はサトメシダに似ているが、高い山に生育するという意味です。本来は亜高山帯に生育する種ですが、風穴
ふうけつ

の影響
えいきょう

で
この地にも出たものと考えられます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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維
管
束
植
物

シナノナデシコ 【信濃撫子】
Dianthus shinanensis（信濃産の） ナデシコ科 ナデシコ属

二年草
にねんそう

です。茎
くき

はやや四角柱形で、葉は幅１cm、
長さ10cmほどの細長い葉を対生

たいせい

につけます。
花は、７～８月頃、茎

くき

の先に数多く密
みつ

につけます。
紅紫色
こうししょく

でほぼ同時に咲きます。花の長さは７～９
mmで、花径

かけい

約1.5cm、草丈
くさたけ

は20～40cmです。

山地の川原や高原に生育します。

本州（中部）に分布、県内は全県にわたりますが、
産数は少ないです。日本固有種です。

倉科地区の樽滝
たるたき

１箇所のみの分布です。山地の岩
場に産し、４～５個体のみが生育しています。採取圧

さいしゅあつ

や林道整備による絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は長野県に多いためとされています。ミヤマナデシコとも呼ばれますが、高山帯の矮小
わいしょう

型を呼びます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

シロモジ 【白文字】
Lindera triloba（三片の） クスノキ科 クロモジ属

雌雄
しゆう

異株
いし ゅ

で高さ４～７ｍの落葉
らくよう

低木です。
葉は大きく３つに裂

さ

けて、裂け目は丸くえぐれ、穴を空けたようになりま
す。花期は４月で、葉が開く前に黄緑色の花を咲かせます。

低山の山中に生育します。

本州（長野・静岡以西）・四国・九州に分布し、県内では主に中部と南部
に多く分布します。

樺平
かんばだいら

と旧四十八曲
きゅうしじゅうはちまがり

峠で生育を確認しましたが、株数は極
きわ

めて少なく、現
地調査では２株を確認しているに過ぎません。森林整備に伴う伐採

ばっさい

による
個体の消失

しょうしつ

が懸念
けね ん

されます。

同じ仲間のクロモジに対してつけられたのが名前の由来です。幹
みき

の斑点
はんてん

が
白い文字に見えたのだという由来です。別名アカジシャとも言いますが、
これはダンコウバイをシロジシャというのに対して呼ばれる名です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：花 下：葉
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維
管
束
植
物

オオミスミソウ
【大三角草】
Hepatica nobilis var. japonica f. maguna

（気品ある）（日本の） （大きい）

キンポウゲ科
ミスミソウ属

多年草
たねんそう

で、長い柄
え

のある根出葉
こんしゅつよう

をだします。葉
は三角形で、３つに深く切れ、越冬

えっとう

します。花期
は３～４月で、一本の花茎

かけい

に１個の花をつけます。
花の直径は約1.5～２cm、色は変異

へんい

がありますが、
千曲市産は白いです。草丈

くさたけ

は10～15cm程度。

落葉広葉樹林
らくようこうようじゅりん

下や山地の樹陰
こかげ

に生育します。

本州（中部日本海側）に分布、県内は北部に分布
します。日本固有種です。

磯部・倉科地区と冠着山に分布しています。
この分布地の様子は林内の露出

ろしゅつ

した崩落
ほうらく

地
ち

で、自然遷移
しぜん せ ん い

、土砂の崩落などによる絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。
個体数はそれぞれの分布地で若干違います。１株ずつ点在したり、およそ30m2内に密生

みっせい

したりしています。

別名雪割草
ゆきわりそう

とも言いますが、ユキワリソウ（サクラソウ科）は別種
べっしゅ

です。ミスミソウは県の南部に分布。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：準絶滅危惧

セリバオウレン 【芹葉黄連】
Coptis japonica var.dissecta（日本の）（多裂

た れ つ

した） キンポウゲ科 オウレン属

常 緑
じょうりょく

の多年草
たねんそう

で、羽状
うじょう

の葉がセリの仲間の葉に似ていま
す。雌雄

しゆう

異株
いし ゅ

で、花の形状も異なります。
花期は３～４月で、花径

かけい

は１～1.5cmで、花後は花茎
かけい

が著し
く伸長し、15cmくらいだった丈が40cm程度まで伸びます。

針葉樹林下
しんようじゅりんか

に生育します。

本州、四国に分布、県内は全県に分布します。日本固有種
です。

倉科地区１箇所のみに生育しています。
スギ林の中に約50ｍ×100ｍに群生

ぐんせい

していますが、動物（シ
カなど）の被食圧

ひしょくあつ

で個体数減少の危険性があります。

和名は葉がセリの葉に似るという意味ですが、オウレンは
薬用植物の一種で、その漢名の黄連

おうれん

に基
もと

づいたものです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：雄花
下：果実
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維
管
束
植
物

ヤマシャクヤク 【山芍薬】
Paeonia japonica（日本の） ボタン科 ボタン属

多年草
たねんそう

で、葉は３～４枚互生
ごせい

し、葉の裏はふつう
無毛
むも う

です。葉の裏に毛のあるものは、「ケヤマシ
ャクヤク」と呼びます。花期は５～６月、花弁

かべん

は
白色で、めしべが短く外へ若干曲がります。
花の直径は４～５cm、草丈

くさたけ

は30～40cmになりま
す。

落葉広葉樹林下
らくようこうようじゅりんか

で、腐植
ふしょく

土壌
どじょう

を好みます。

本州（関東・中部以西）、四国、九州に分布、県
内は全域に分布します。

分布地は大林山、冠着山、猿飛池、鏡台山、高雄山で、山中の傾斜
けいしゃ

地に生育します。
20～30個体程度で自然遷移

しぜん せ ん い

や採取圧
さいしゅあつ

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は山に生えるシャクヤクの意です。芍薬
しゃくやく

は一名をエビスグサともいい、外国から来た草を意味します。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：準絶滅危惧

ベニバナヤマシャクヤク 【紅花山芍薬】
Paeonia obovata（倒卵形

とうらんけい

） ボタン科 ボタン属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

は高さ30～40cmで、３～４枚の茎
くき

葉を互生
ごせい

します。葉裏
はうら

にはふつう白色の毛があり
ます。この毛が無いものを「ケナシベニバナヤマ
シャクヤク」と呼びます。
茎
くき

の先に淡紅色
たんこうしょく

から濃紅色
のうこうしょく

の花を１つ付けま
す。めしべはヤマシャクヤクよりやや長く、外へ
渦状
うずじょう

に巻きます。花期は６月で、花径３～４cm
です。

落葉樹林の林床に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県ですが個体数
は少ないです。

大林山、鏡台山、冠着山に分布。山中の傾斜地や礫地
れきち

に生育します。５～６個体のみの生育になります。
自然遷移
しぜん せ ん い

や採取圧
さいしゅあつ

による絶滅
ぜつめつ

の危険性が非常に高い種です。

ヤマシャクヤクとよく似ていますが、全くの別種です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧ⅠＡ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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維
管
束
植
物

ユリワサビ 【百合山葵】
Wasabia tenuis（細い） アブラナ科 ワサビ属

草丈
くさたけ

が10～20cmの多年草
たねんそう

で、ワサビより全体的
に小型です。花期は３～５月で、茎

くき

を伸ばして疎
まば

らに白い十字状の花を咲かせます。

山地のやや湿気
しっけ

の多い樹林下
じゅりんか

に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布しますが分布地は稀

まれ

です。日本固有種です。

冠着山の約100m2の範囲のみに群生
ぐんせい

しますが、現
地調査ではこの生育地以外では確認されていませ
ん。

採集や踏
ふ

みつけ、林内整備による減少が危惧
き ぐ

されます。

和名は葉が枯
か

れても葉柄
ようへい

の基部
き ぶ

がふくらんで残り、その様子がユリの鱗茎
りんけい

を思わせ、香味
こう み

はワサビに似ていることからこ
の名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

タコノアシ 【蛸の足】
Penthorum chinense（中国の） ユキノシタ科　タコノアシ属

川岸などの湿地
しっ ち

に生える多年草
たねんそう

で、茎
くき

は枝を分けず直立します。８～９月
に放射状

ほうしゃじょう

に数本の枝が出て、その内側に緑白色の花が並んでつきます。秋
には赤く紅葉し、名前の通りタコの足のように見えます。草丈

くさたけ

30～100cm。

洪水時には流されそうな不安定な砂地
すなち

に生育しています。

本州（関東以西）、四国、九州に分布、県内は全県に分布しますが少ない
です。

八幡の千曲川河畔の砂州
さ す

に生育しています。30個体内外ですが、個体数の
変動が激しく、洪水などの自然災害や自然遷移

しぜ ん せ ん い

による減少、絶滅
ぜつめつ

が懸念
けね ん

さ
れています。

別名としてサワシオン（沢紫苑）の名もありますが、ほとんど使われてい
ません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類　環境省：準絶滅危惧

上：花期　下：果実期
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ヤマザクラ 【山桜】
Prunus jamasakura（ヤマザクラ） バラ科 サクラ属

高さ15～20ｍ、直径40～50cmとなる落葉高木
らくようこうぼく

で、
新しい枝は赤褐色

せきかっしょく

で無毛
む も う

、葉の先端
せんたん

は尾状に長
く伸びます。表面は無毛、裏面は白色を帯

お

びます。
新芽の色は赤く、４月中～下旬、葉の芽吹

め ぶ

きとと
もに淡紅色

たんこうしょく

の花が咲きます。

低山地の林内に生育します。

本州（関東以西）、四国、九州に分布、県内は南
部（千曲市は隔離分布

か く り ぶ ん ぷ

地で、県内の北限地
ほくげんち

）に分
布します。日本固有種です。

岩井堂山麓
さんろく

のカスミザクラ、コナラなどの林内に
４～５個体生育しています。間伐

かんばつ

や森林整備による絶滅
ぜつめつ

の危険があります。

日本の花と言えばサクラ、桜といえば吉野のサクラ、吉野桜と言えばこのヤマザクラです。ソメイヨシノは園芸品種です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

カラフトイバラ 【樺太茨】
Rosa marretii（園芸家マルレーの） バラ科 バラ属

落葉低木
らくようていぼく

で、茎
くき

には細いトゲが非常に多く、葉柄
ようへい

のつけねにある一対
いっつい

のトゲが特徴です。
葉は７～９枚が１本の茎

くき

につきます。この托葉
たくよう

に
は切れ込みがまったくありません。
花は小枝の先に１～３個つき、６～７月に花径

か け い

約
３～４cmの紫紅色

しこうしょく

の花をつけます。樹高
じゅこう

は約１
ｍ前後です。

高原や、山地の草原に生育します。

北海道、本州では群馬、長野に分布し、県内では
北部と中部に稀産

き さ ん

します。

大林山に生育しています。
針葉樹林
しんようじゅりん

（植林したヒノキ）の下、５ｍ×５ｍ内に10数個体生育しています。このヒノキ林の被圧
ひ あ つ

により、絶滅のおそれ
があります。

別名ヤマハマナス（山浜梨）とも言われます。姿はハマナスに似ていますが、大きさがずっと小さく繊細
せんさい

です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし



64

維
管
束
植
物

フジキ 【藤木】
Cladrastis platycarpa（大きな果実

かじつ

の） マメ科　フジキ属

落葉
らくよう

高木で、冬芽
ふゆ め

は白い膜質状の袋に包まれ、黒色です。葉はフジに似て
おり、６月に枝先に短い穂状の白い蝶形花

ちょうけいか

をつけます。果実
かじ つ

は広線状
こうせんじょう

で、
両側に翼

よく

があります。高さはおよそ10～15ｍ程度になります。

山地に生育します。

本州（福島県以南）、四国に分布、県内は全県に分布しますが、少ないで
す。

森・桑原地区の２箇所で確認、道路脇の崖地
がけち

、林縁
りんえん

部に生育していますが、
大木は２個体で、他には４～５個体の幼木があります。
土砂の崩落

ほうらく

や森林整備などによる絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名はフジによく似た木という意味です。花は数年に１度しか開かず、
2009年は花を見ませんでしたが、2010年に多くの花をつけました。別名を
ヤマエンジュともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

オオヤマカタバミ 【大山酢漿草】
Oxalis obtriangulata（倒三角形

とうさんかっけい

の） カタバミ科　カタバミ属

多年草
たねんそう

で、倒
とう

三角形の葉が特徴です。葉の上縁は
左右ほぼ一直線になります。４月頃白色の花径

かけい

約
３cm程度の花を開きます。内側に紫紅色

しこうしょく

の筋
すじ

が
あり、下向きに咲きます。

山中の木陰、比較的暗い湿性
しっせい

の林下に生育します。

本州（中部）、九州に分布し、県内は中部、東部
に分布しています。

倉科地区の一箇所のみで、道路沿いの暗い針葉
しんよう

樹
じゅ

林
りん

下
か

に10数個体生育しています。
踏
ふ

みつけや道路の拡張
かくちょう

整備、森林整備などによ
る絶滅

ぜつめつ

の危険性があります。

和名は、山に生える大型のカタバミの意です。カタバミは酸味があるため、スイモノグサとも言われます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：準絶滅危惧　環境省：絶滅危惧Ⅱ類

上：枝の一部　下：花
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カラスノゴマ 【烏の胡麻】
Corchoropsis tomentosa（密

みつ

に細綿毛
さいめんもう

のある） シナノキ科 カラスノゴマ属

一年生
いちねんせい

の草本
そうほん

植物で、茎
くき

は30～70cmで、８～９
月に花は下向きに咲き、黄色の５弁花です。茎や
葉などに星状毛

せいじょうもう

があります。果実
か じ つ

は棍棒
こんぼう

状で長
さ2.5～3.5cmになります。

明るい草地などに生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は南部・中部（北
部に少ない）の丘陵帯に分布します。

有明山、夕日山林道、観竜寺
かんりゅうじ

の林道の縁の草地に
生育します。観竜寺では境内

けいだい

の２ｍ×４ｍに密生
みっせい

しています。
草刈り、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

、林道の整備による個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名はこの果実
か じ つ

の種子
し ゅ し

をカラスが食べる胡麻
ご ま

に見立てたものです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ムラサキヤシオ 【紫八汐】
Rhododendron albrechtii（採集家アルブレヒトの） ツツジ科 ツツジ属

落葉
らくよう

低木で、花柄
か へ い

、葉柄
ようへい

、葉の裏面
り め ん

、子房
し ぼ う

に白く
長い腺毛

せんもう

が多く、５～６月に葉に先立ち濃紅紫色
のうこうししょく

の花径３cmくらいの花を開きます。花弁は水平
に開きます。樹高

じゅこう

はおよそ１～３ｍ。

多雪地
た せ つ ち

の落葉樹林
じゅりん

内に生育します。

北海道、本州（中部以北、日本海側）に分布、県
内は、北部、中部、南部に分布しています。日本
固有種です。

八幡・桑原地区の２～３箇所に生育、落葉樹林内
に混生

こんせい

しています。７～10個体以内の確認で、森
林整備、下草刈り、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による個体数の減少、絶滅
ぜつめつ

が懸念
け ね ん

されます。

和名は紫色の汁に何回もひたして染めたような色の花という意味です。深山
しんざん

に生育するために、ミヤマツツジとの別名も
あります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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リンドウ 【竜胆】
Gentiana scabra var. buergeri（ざらついた）（採集家ブリュゲルの）

リンドウ科
リンドウ属

多年草
たねんそう

で葉は対生
たいせい

して細長く、縁に細い突起
とっき

があ
ります。草丈

くさたけ

は20～100cmで、９～11月に、釣鐘
つりがね

型で長さ４～５cmの紫～青紫色の花を咲かせま
す。花は日の当たるときに開きます。

低山帯の日当たりのよい草地に生育します。

本州、四国、九州に分布する日本固有種で、県内
では全県下にわたり分布します。

冠着山に３～５個体生育しています。
採取、草地の手入れ不足、自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が
懸念
けねん

されます。

長野県の県花。和名は竜胆に由来するといわれています。竜胆は薬用とする根の漢方名です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

イヌムラサキ 【犬紫】
Lithospermum arvense（畑地生の） ムラサキ科　ムラサキ属

越年草
えつねんそう

で、茎
くき

はまっすぐ立ち上がり、上方で枝分
かれします。葉は厚く、葉柄

ようへい

がなく互生
ごせ い

します。
葉全体に剛毛

ごうもう

が寝
ね

て生えています。４～６月頃、
白、薄青色、淡紫色の５弁の花をつけます。花径

かけい

は５mm以下で、草丈
くさたけ

は30cm程度です。

乾
かわ

いた草地や丘陵地
きゅうりょうち

の草原に生育します。

本州から九州で、県内は中部、南部に分布し、東
部では絶滅

ぜつめつ

。

森地区の２箇所に生育します。畑の土手や神社の
ケヤキ林下の乾燥

かんそう

地に群生
ぐんせい

しています。除草剤
じょそうざい

の散布
さん ぷ

や草刈り等による個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名の「イヌ～」とは、「にせの」という意味で、ムラサキと同属ですが、紫色の色素
しき そ

が無く、染料
せんりょう

にならないためこの
名がつきました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧ⅠＡ類　環境省：指定なし
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カイジンドウ 【甲斐竜胆】
Ajuga ciliata var. villosior（縁毛のある）（長軟毛のある） シソ科 キランソウ属

草丈
くさたけ

30～40cmの多年草
たねんそう

で、茎
くき

や葉に細かい白い
毛があり白っぽく見えます。花期は６～７月で、
紅紫色
こうししょく

の花を上部に集まって咲かせます。

標高
ひょうこう

1000ｍ以上の草地や落葉
らくよう

広葉樹林の林縁
りんえん

に
生育します。

北海道、本州、九州に分布する日本固有種です。
県内では中部と東部に分布しますが生育地は少な
いです。

五里ヶ峯の林道沿いの草地に生育していますが株
数は少ないです。

採取や生育地の自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は甲斐
か い

の国（山梨県）に産するリンドウの意味と言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：絶滅危惧Ⅱ類

キセワタ 【着せ綿・被綿】
Leonurus macranthus（大花の） シソ科 メハジキ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

が四角形という特徴があります。茎
くき

、葉とも毛が
生え、葉は対生

たいせい

で葉柄
ようへい

が１～５cm程度、縁には大型の深くて
鋭
するど

い鋸歯
き ょ し

があります。花は淡紅紫色
たんこうししょく

、花期は８～９月で25～
30mmの唇形の花を 車 状

くるまじょう

につけます。花弁
か べ ん

にも白い毛が密
みつ

に生
えています。草丈

くさたけ

は60～100cm程度です。

山地や丘陵地の草地、山地帯の林縁に生育しています。

北海道から九州に分布、県内は全県です。

鏡台山（森地区）の林道沿い、日当たりのよい林縁
りんえん

部に生育し
ています。７～８個体のみです。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

や草刈りによる絶滅
ぜつめつ

の危険があります。

和名は、花の上に白い毛が生え、その様子が花に綿を着せたよ
うに見えることからつけられました。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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グンバイヅル 【軍配蔓】
Veronica onoei（学者小野氏の） ゴマノハグサ科 クワガタソウ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

は地上を這
は

います。葉は対生
たいせい

し、短
い葉柄

ようへい

があり、円形です。長さは1.5～３cm程度
で、やや厚く光沢

こうたく

があり、細かい鋸歯
きょし

があります。
花期は７～８月、花は直径８mmほどで、青紫色
です。果実は 果

さくか

で、扁平型
へんぺいがた

、上部がややへこむ
軍配型
ぐんばいがた

をしています。

高原の礫地
れきち

に生育します。

本州（長野県、群馬県）に分布、県内は中部、東
部。日本固有種です。

大池１箇所に生育しています。生け垣の土手のような草地に数個体生育しています。
踏
ふ

みつけや草地の管理放棄
かんり ほ う き

などが絶滅
ぜつめつ

の要因と考えられます。

和名は果実
かじつ

の形からつけられています。別名は葉の形からマルバクワガタともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

蒴蒴

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：絶滅危惧Ⅱ類

マツムシソウ 【松虫草】
Scabiosa japonica（日本の） マツムシソウ科 マツムシソウ属

越年草
えつねんそう

で、茎
くき

はやや硬く、対生
たいせい

して分枝
ぶん し

します。
葉も対生し、羽状

うじょう

に分裂
ぶんれつ

します。８～10月頃薄紫
色の頭花

と う か

を開きます。花径
か け い

2.5～５cmで外側の
裂片
れっぺん

が発達しています。草丈
くさたけ

はおよそ60～90cm。

日当たりのよい山地の草原で生育します。

北海道から九州。県内は全県（標高1000ｍ以上）
で日本固有種です。

五里ヶ峯、三峯山、大池の日当たりのよい草地に
生育しています。各地で数個体生育。草地の減少
や自然遷移

しぜん せ ん い

が個体数の減少の要因です。

和名は仏具
ぶつぐ

の「まつむし」という鉦
かね

に花の形が似ているからと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ヒメヒゴタイ 【姫平江帯】
Saussurea pulchella（愛らしい） キク科 トウヒレン属

多年草
た ね ん そ う

で、茎
くき

の径は約1.5cmです。緑色に紫色を帯び、縦
たて

の
稜線
りょうせん

が走り、微毛
び も う

があります。８～10月頃頭花
と う か

が咲き、その
花弁
か べ ん

は 鱗 状
うろこじょう

に重なっています。草丈
くさたけ

は120cm程度です。

日当たりの良い草原に生育しています。

北海道から九州に分布、県内は中部、南部、東部に分布します。

冠着山の日当たり良い草地の斜面
しゃめん

に、２～３個体生育していま
す。
過度の草刈りや草地の減少により、絶滅

ぜつめつ

の危険があります。

和名は、小型のヒゴタイの意味ですが、ヒゴタイの語源は不明
です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類

ホタルブクロ 【蛍袋】
Campanula punctata（斑点のある） キキョウ科 ホタルブクロ属

多年草
たねんそう

で、高さ40～80cm、茎
くき

には粗
あら

い開出毛
かいしゅつもう

があります。６～８月
に咲く花は紅紫

こ う し

色
しょく

、または白色で、萼片
がくへん

の間の湾入部
わんにゅうぶ

にそり返った
付属体
ふぞくたい

のあるのが特徴です。
県内に広く分布し、目につくのはヤマホタルブクロで本種は非常に稀

まれ

です。

低山帯～亜
あ

高山帯の草地、崩地、明るい林床
りんしょう

などに生育します。

北海道から九州に分布、県内では全県ですが個体数は少ないです。

戸倉キティーパークの横、倉科、林道蛇岩線の道路端の土手などに生
育し、それぞれに各１個体しか確認できていません。林道の整備や草
刈りにより絶滅

ぜつめつ

のおそれがあります。

和名は子供がこの花でホタルを包むのでこの名があるといいますが、
花の時期とホタルの時期はずれています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：ホタルブクロ 中：そり返った付属体
下：ヤマホタルブクロ
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ウスギタンポポ 【薄黄蒲公英】
Taraxacum shinanense（信濃産の） キク科 タンポポ属

多年草
たねんそう

で、葉、萼
がく

は淡緑色。苞
ほう

にひれがあるのが
特徴です。４～５月頃薄い黄色の花を咲かせます。
草丈
くさたけ

は15～30cmになります。

人里近くの日当たりのよい草地や道ばたに生育し
ます。

北海道から本州に分布、県内では北部を中心に分
布します。日本固有種です。

森地区の一カ所。沢山川上流域の林縁
りんえん

の草地に２
個体のみ生育しています。林道整備や過度の草刈
りによる個体減少の危険性があります。

和名は薄い黄色の花の咲くタンポポの意です。花が淡黄色で、ウスジロシナノタンポポに似ていますが、総苞
そうほう

外片
がいへん

が長く、
小さな角状突起

と っ き

をもっていることで区別できます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし

ミズオオバコ 【水大葉子】
Ottelia alismoides（ヘラオモダカ科に似た） トチカガミ科 ミズオオバコ属

一年草の沈水
ちんすい

植物で、水中にオオバコに似た長さ
10～30cmの葉を広げることからこの名がありま
す。花茎

か け い

は５～35cmで、８～10月に花径
か け い

約３cm
の淡い紅色の３弁の花を水面に咲かせます。

水田や溜池
ためいけ

、溝
みぞ

に生育します。

本州から九州に分布する日本固有種です。県内で
は全県下にわたり分布します。

姨捨
おばすて

の棚田
た な だ

と寂蒔
じゃくまく

の無農薬
むのうやく

水稲
すいとう

の水田に生育し
ますが、株数は極

きわ

めて少ないです。
農薬の使用や耕作放棄

こうさくほうき

による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は水中に生えるオオバコの意味ですが、オオミズオオバコと２種に分ける考え方があるほど変異
へ ん い

に富んだ植物です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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ササユリ 【笹百合】
Lilium japonicum（日本の） ユリ科 ユリ属

多年草
たねんそう

で、葉は細長く先が尖
とが

り、ササの葉に似ています。草丈
くさたけ

は50～100cmで、６～７月に、茎
くき

の先に淡
あわ

いピンク色からピン
ク色の漏斗

ろ う と

形の花を１～３個咲かせます。

山地の草原や林野に生育します。

本州（中部地方以西）から九州に分布する日本固有種です。県
内では北部、中部、南部に分布します。

川西の八幡地区と桑原地区の標高
ひょうこう

1000ｍ付近に20個体程度生育
しています。
園芸採取
えんげいさいしゅ

や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は、葉の形がササの葉に似ているユリの意味ですが、別名
をサユリ（早百合）ともいい、早く咲くユリという意味でもあ
ります。長野県の指定希少野生植物です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし

ユキザサ 【雪笹】
Smilacina japonica（日本の） ユリ科 ユキザサ属

深山の林に生える多年草
たねんそう

で、茎
くき

は30cmくらい、
斜
なな

めに立つ丸い茎
くき

で粗い毛があります。５～６月、
白色の小さな花を多数つけます。

山地の林内に生育します。

北海道から九州にかけ分布、県内は全県で、低山
帯の林床

りんしょう

部に分布しています。

冠着山一箇所のみの確認です。落葉
らくよう

樹の林床の
斜面
しゃめん

に生えています。30個体内外ですが自然遷移
し ぜ ん せ ん い

、
土砂の崩落

ほうらく

による絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は雪のように白い花とササに似た葉を持つ植物という意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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カズノコグサ 【数の子草】
Beckmannia syzigachne（もみがらのくっついたような）イネ科　カズノコグサ属

１～２年生の草本
そうほん

植物で、高さは30～80cm、茎
くき

は太くてやわらかく、６～７月頃に花が咲きます。
花序
かじ ょ

は長さ15～25cmになり淡緑色
たんりょくしょく

の小穂
しょうすい

を多
くつけます。昔、水田に多量に発生し、“こじき
ごめ”と言って食用にもしました。水湿地

みずしっち

に生育
する習性

しゅうせい

があり、ミノゴメの名もあります。

水分の多い水田や畦
あぜ

、川原の水たまり周辺などに
生育します。

北海道から九州に分布、県内では北部、中部、南
部で少ないです。

川東の用水（東小学校周辺）の幅３ｍ深さ1.5ｍ
ほどの用水の水際に４～５株生育しています。
自然遷移
しぜん せ ん い

、用水の整備などによる絶滅
ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名は小穂が二列に並んで付く姿がニシンの卵（数の子）によく似ているため、この名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

メガルカヤ 【雌刈萱】
Themeda triandra var. japonica（三雄ずいの）（日本の） イネ科　メガルカヤ属

多年生
たねんせい

の草本
そうほん

植物で、高さは70～100cmです。９
～10月に花（穂）をつけます。小穂

しょうすい

は６個ずつ
集まって、一つの穂を作ります。そのうち５個は
雄性
ゆうせい

で長い芒
のぎ

のある一個が結実
けつじつ

します。

川原や乾いた草地、田畑の土手で、草刈りの行な
われている場所に多く生育しています。

本州から沖縄に分布、県内は全県の丘陵帯から低
山帯にかけての人里に分布しています。

小坂山と一重山の草地や山の尾根
お ね

に１×1.5ｍ以
内に密生

みっせい

しています。自然遷移
しぜん せ ん い

や周辺の草刈りに
よる絶滅

ぜつめつ

の危険性があります。

和名は屋根を葺
ふ

くために刈り取る草（カヤ）のうちのオガルカヤに対しての名前です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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アオテンツキ 【青点突】
Fimbristylis dipsacea（ラシャカキグサに似た） カヤツリグサ科 テンツキ属

一年生の草本
そうほん

植物です。高さは５～10cm、稈
かん

は
密
みつ

に叢生
そうせい

します。葉や苞
ほう

は糸状で軟弱
なんじゃく

、７～９
月に穂が出ます。小穂

しょうすい

が球状になるのが特徴で
す。

池の底部の水分がなくなりかけた泥上に生育しま
す。

本州から九州に分布、県内では北部に稀
まれ

に見られ
ます。

大池の水の引いた底地に30数個体生育していま
す。

池の水管理により個体数の増減があると考えられます。

和名はテンツキによく似ていますが、テンツキは果穂
かすい

が茶褐色となるのに対し、緑色をしているため、この名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧ⅠＡ類 環境省：指定なし

ウラシマソウ
【浦島草】
Arisaema thunbergii ssp.urashima
（植物学者ツェンベリー）（ウラシマソウ）

サトイモ科 テンナンショウ属

平地や低山の山林の下に生える多年草
たねんそう

で、丸い地
ち

下
か

茎
けい

があり、そのまわりに多くの子芋
こいも

ができます。
葉は一枚で、葉身

ようしん

は深く裂
さ

け、４～５月に茎
くき

の 頂
いただき

にマムシグサに似た仏炎包
ぶつえんほう

をつけ、花軸
かじく

の先が40
～50cmほどに長く伸び、紐

ひも

状になっています。

樹林
じゅりん

下の草地に生育します。

北海道（西南部）から本州の中国地方以北、四国、
九州に分布しています。日本固有種です。県内は
全県に分布しますが稀

まれ

です。

倉科１箇所のみで、針葉
しんよう

樹下にあります。暗い林床
りんしょう

の傾斜地にあり、30個体内外で、採取圧
さいしゅあつ

、森林整備、自然遷移
しぜん せ ん い

などに
よる絶滅

ぜつめつ

の危険性があります。

和名の由来は花軸の先に伸びた長い附属
ふぞく

体を浦島太郎の釣
つ

り糸に見立てたことからと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし
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シロテンマ 【白天麻】
Gastrodia elata f. pallens（背の高い）（淡白色の） ラン科　オニノヤガラ属

茎
くき

の高さ40～100cmの腐生
ふせ い

植物です。オニノヤガ
ラの品種で、葉緑素

ようりょくそ

がなく、花、茎
くき

ともに淡い黄
白色です。７～８月に茎

くき

の上部に10個内外の壺形
つぼがた

の花を付けます。

低山帯の落葉
らくよう

樹林
じゅりん

内や林縁
りんえん

に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布しますが稀

まれ

です。

森地区で１株だけ確認しています。
採取や生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

による絶滅が懸念
けねん

されま
す。

腐生植物
ふせいしょくぶつ

のため、毎年同じ場所には出現しません。和名は白味を帯びたオニノヤガラという意味で、オニノヤガラとは真
っ直ぐな茎

くき

を鬼の使用する矢になぞらえたものです。写真は開花した後の個体です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：絶滅危惧ⅠＡ類

ジンバイソウ 【神拝草】
Platanthera florentii（採集家フロレントの） ラン科　ツレサギソウ属

多年草
たねんそう

で、茎
くき

の高さは20～40cmで、葉の縁は波
打っています。８～９月に茎

くき

の上方に５～10個の
淡緑色
たんりょくしょく

の花をつけます。距
きょ

は下方に湾曲
わんきょく

し長
さは1.5～２cmになります。

深山の山中の樹林下に生育します。

北海道から九州に分布します。県内は全県下に分
布していますが、個体数は少ないです。日本固有
種です。

大林山上部の一か所で林に囲まれた登山道の草地
に20～30個体で一群を形成しています。踏

ふ

みつけ、自然遷移
しぜん せ ん い

、採取
さいしゅ

による絶滅
ぜつめつ

の恐れがあります。

和名の意味は全く不明ですが、別名をミズモラン（水面蘭）といい、葉の強い光沢を水面
みず も

の光具合にたとえたものと言わ
れています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＡ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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イワヒバ 【岩檜葉】
Selaginella tamariscina（ギョリュウに似た） イワヒバ科　イワヒバ属

岩上性の草本
そうほん

で、 常 緑
じょうりょく

性のシダ植物です。湿
しめ

り
気があると、放射

ほうしゃ

状に葉を広げますが、乾燥
かんそう

する
と内側に葉を巻き込みます。葉はヒノキ（ヒバ）
に似ています。

岩上、岸壁に張りつくように生育しています。

北海道から沖縄に分布、県内は全県に分布します。

長楽寺姨岩
うばいわ

一箇所のみで確認しています。垂直
すいちょく

な岸壁に生育、10個体以内です。岩の崩落
ほうらく

や
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少、また、好む生育環境が
僅少
きんしょう

なことから稀少
きしょう

です。

和名は岩に生えるヒバの意で、ヒバとはヒノキやアスナロなどのことを言います。別名イワマツと呼ばれ、江戸時代から
観葉
かんよう

植物として栽培
さいばい

され、数多くの園芸品種があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

オオクジャクシダ 【大孔雀羊歯】
Dryopteris dickinsii（採集家ディッキンス） オシダ科　オシダ属

常緑性
じょうりょくせい

のシダ植物で、葉は50～90cmで単羽状
たんうじょう

複生
ふくせい

、倒披針形
とうひしんけい

で下部の羽片
うへん

は縮小します。葉脈
ようみゃく

の表面はへこみがはっきりしています。

丘 陵
きゅうりょう

帯から低山帯下部の林下、暖温帯の山野に
生育します。

北海道から九州に分布、県内では北部と南部に
偏
かたよ

って分布します。

八王子山麓
さんろく

、高木林の林床
りんしょう

に２～３株生育して
います。自然遷移

しぜん せ ん い

や林内の整備により絶滅
ぜつめつ

の危険
性があります。

姿形がクジャクシダには全く似ていませんが、オオクジャクシダの名をもらっています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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サンショウモ 【山椒藻】
Salvinia natans（水に浮かぶ） サンショウモ科　サンショウモ属

一年生で、暖地
だんち

の水性
すいせい

シダ植物です。水面を浮遊
ふゆう

します。一株は全長７～10cmで、葉は密生
みっせい

し、
三輪生
さんりんせい

、対生
たいせい

につきます。葉の表面は短毛
たんもう

のある
多数の突起

とっき

が密生し、裏面は短毛が生え、これが
水をはじきます。葉の一枚は楕円形

だえんけい

で、長さは１
cmほどです。

湖沼や水田で生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は全県に分布があ
りますが、減少傾向です。

市内では、八幡、寂蒔の耕地整備
こうち せ い び

の進んでいない
水田に分布しています。３～４枚程度の水田に

散在
さんざい

しています。農薬使用や水田埋
う

め立て、耕作放棄
ほうき

による絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は、葉の並び方がサンショウの葉に似ていることから、この名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類　環境省：準絶滅危惧

ハシバミ
【榛】
Corylus heterophylla var.thunbergii
（異種の葉のある）（植物学者ツェンベリー）

カバノキ科　ハシバミ属

落葉
らくよう

低木で、３～４月頃、雄花
おばな

が開花し、その後雌
め

花
ばな

が開きます。秋には堅果
けん か

（1.5cm程度）が実りま
す。
地下の匐枝

ふく し

で増えるため、群落
ぐんらく

を作りやすいです。
先土器時代より、果実は食用として利用されていた
ようです。樹高

じゅこう

は２～３ｍです。

北海道から九州に分布、県内は全県ですが、北部の
分布は少ないです。

大池、平沢池の２箇所、２個体のみ確認しています。
林縁
りんえん

の低木林内に生育しています。池周辺の整備や
土手の修復の際の刈払いが絶滅

ぜつめつ

要因です。

和名は葉柴実の意味とも言われますが、葉がオヒョ
ウに似ていることから、別名オヒョウハシバミとも
呼ばれます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

上：本体　下左：雌花　下右：雄花
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タムシバ 【田蟲葉】
Magnolia salicifolia（柳のような葉） モクレン科　モクレン属

落葉
らくよう

高木で、花は４月葉が出る前に開花し、花径
かけい

約10cmくらいの大きな白
色の花を開きます。葉の裏は白いです。
日本海側では低木状ですが、太平洋側では高木になります。樹高

じゅこう

はおよそ
10ｍ程度です。

山地中腹の樹林内に生育しています。

本州、四国、九州に分布し、県内は、北部、中部、南部に分布しています。
日本固有種です。

大林山、八頭山、八王子山、佐野に分布しています。
山地帯の落葉

らくよう

広葉
こうよう

樹林
じゅりん

内で20個体内外あります。間伐
かんばつ

などの森林整備によ
り、個体数の減少が懸念

けねん

されます。

別名のカムシバとは葉を噛
か

むと甘味
かんみ

と香気
こうき

があるためとされています。
和名のタムシバは、このカムシバが転化したものと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

フクジュソウ 【福寿草】
Adonis ramosa（枝分かれした） キンポウゲ科　フクジュソウ属

株となる多年草
たねんそう

で、早春一番に開花し、夏には枯
れる代表的な春植物です。草丈

くさたけ

は10～30cmで、
３～４月に、一つの茎

くき

に一つの黄色の花を付けま
す。

山地帯の樹林下
じゅりんか

や草地に生育します。

北海道・本州・四国に分布し、県内では全県下に
わたり分布します。

土口、あけぼの峠、 坊城平
ぼうじょうだいら

、高雄山に分布して
います。川西地区に生育地が多く、生育地によっ
ては大きな群落

ぐんらく

を形成しており、早春の晴天下で
見る満開の景色は見事です。
採集や踏

ふ

みつけによる減少が危惧
き ぐ

されます。

和名は、新年を祝う花として元旦に用いるので祝福してこの佳
よ

い名がついたと言われます。別名をガンジツソウ（元日草）
ともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：準絶滅危惧　環境省：指定なし

上：樹形　下：花
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チチッパベンケイ 【乳葉弁慶】
Sedum sordidum（暗色の）

ベンケイソウ科
ムラサキベンケイソウ属

草丈
くさたけ

は20～30cmほどの多年草
たねんそう

で、茎
くき

は斜
なな

めに伸び、葉裏とともに赤紫色を
帯
お

びるのが特徴です。花期は８～10月で、美しい淡い黄緑色の花を密
みつ

につ
けます。

山地の岩場、稀
まれ

に樹上に生育し、多雪地に多いです。

本州（中部地方以北）に分布し、県内では北部、中部、東部に分布します。

沢山川沿いのごく限られた岩場に生育し、株数は10～20個体です。生育地
の自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

「チチッパ」は葉が肉質で乳液が出るような感じから名付けられたと言わ
れています。
また、汚れた葉のベンケイソウ（弁慶のように強い草）であろうという別
説もあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし

ヤブサンザシ 【薮山櫨子】
Ribes fasciculatum（束になった） スグリ科 スグリ属

山野に稀
まれ

に生える落葉
らくよう

低木です。雌雄
し ゆ う

異株
い し ゅ

で、高さ１ｍほどになり、若枝
には軟毛

なんもう

が生え、４月ごろ黄緑色の小さな花をつけます。秋に、果実
か じ つ

が赤
く熟

じゅく

します。

落葉
らくよう

広葉
こうよう

樹林
じゅりん

の林床
りんしょう

、林縁
りんえん

部に生育します。

本州（関東地方以西）、四国、九州で分布、県内は全県に分布しますが少
ないです。

岩井堂山一箇所のみです。水分の少ない傾斜
けいしゃ

地に生育しています。２～３
個体（１個体は株状）で生育していますが、森林の整備、下草刈り、
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

により絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は薮
やぶ

に生えていて、バラ科のサンザシに似ていることからこの名があ
ります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：花 下：葉裏

上：枝の一部 下：花



79

維
管
束
植
物

ダイモンジソウ
【大文字草】
Saxifraga fortunei var.mutabilis

（学者フォルツネ）（変化しやすい）
ユキノシタ科　ユキノシタ属

葉の形はさまざまですが、７～10月に白色の花が
咲きます。花弁５枚のうち、上の短い３弁はまっ
たく斑紋

はんもん

が無く、形も細長く見分けることが出来
ます。

山地から高山帯までの湿
しめ

った岸壁に生育します。

北海道から九州、県内は全県に分布する日本固有
種です。

羽尾の久露
く ろ

滝
たき

一箇所での確認です。湿った山道の
岩上に生育し、20～30個体程度です。森林の整備
や自然遷移

しぜん せ ん い

、採取圧
さいしゅあつ

などにより絶滅
ぜつめつ

が危惧
き ぐ

されま
す。

和名は花弁の様子が漢字の「大」の字にみえるため。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

オオヤマザクラ 【大山桜】
Prunus sargentii（植物学者サージェントの） バラ科　サクラ属

落葉
らくよう

高木で花芽の鱗片
りんぺん

は粘
ねば

ります。若葉は赤味が強いです。４～５月に葉
よりやや早く、３cmくらいの紅紫色

こうししょく

の花を開きます。樹皮
じゅひ

は樺細工
かばざいく

に利用
されます。
樹高
じゅこう

は10～15ｍ程度です。

山地帯上部の落葉樹林内に生育します。

北海道、本州（中部地方以北）、四国（石槌山系）に分布、県内は全県の
ブナ帯に分布します。

桑原地区の佐野川中流域に生育しています。落葉樹林内に２～３個体混生
こんせい

します。森林整備や間伐
かんばつ

などが絶滅
ぜつめつ

の要因です。

別名エゾヤマザクラ、ベニヤマザクラなどがあります。白い花の咲くもの
をハツユキザクラといいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

上：全体　下：花
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シウリザクラ 【アイヌ語のため漢字不明】
Prunus ssiori（アイヌ語のシオリ「シュ・ニ」「苦い木」からの転化） バラ科　サクラ属

落葉高木
らくようこうぼく

で、高さは10～15ｍになります。樹皮
じゅひ

は
黒紫色で、鱗片状

りんぺんじょう

にはがれます。ウワミズザク
ラによく似ていますが、葉の基部

き ぶ

は開き、縁
ふち

の
鋸歯
きょ し

は細かく先は芒状
のぎじょう

にとがります。５月、葉
の出たあと、15～20cmの総状

そうじょう

花序
かじ ょ

に白い花を多
数つけます。

山地の川沿いや谷間に生育しています。

北海道、本州（隠岐島、中部地方以北）に分布、
県内は全県下ですが、個体数は少ないです。

佐野川上流の沢状地
たくじょうち

のナラ林内に３～４個体と極
きわ

めて少ない生育状況です。林内整備、自然遷移
しぜん せ ん い

な
どが絶滅

ぜつめつ

の要因となっています。

和名も学名もアイヌ語をそのまま採用したとされ、意味は不明です。別名はミヤマイヌザクラ、ミヤマウワミズザクラな
どがあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし

ヒメゴヨウイチゴ 【姫五葉苺】
Rubus pseudo-japonicus（日本種に似たもの） バラ科　キイチゴ属

つる性の草本
そうほん

状落葉
らくよう

低木です。草丈10～15cm程
度で鳥足状の５小葉をつけ、６～８月に咲く花は
白色です。果実

かじ つ

は 熟
じゅく

すと紅くなり、トゲが全く
無いので、トゲナシゴヨウイチゴとも呼ばれます。

亜
あ

高山帯
こうざんたい

の針葉
しんよう

樹林
じゅりん

内に生育します。

北海道、本州（中部地方以北）に分布、県内は全
県ですが、個体数は少ないです。

大林山中腹（標高900ｍ地点）の岩の多い低木林
内に５～６株生育しています。
自然遷移
し ぜ ん せ ん い

、登山道の整備による個体数の減少が
懸念
けねん

されます。

和名は５小葉を付けるトゲのないかわいいイチゴという意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし　環境省：指定なし
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イヌハギ 【犬萩】
Lespedeza tomentosa（密

みつ

に細綿毛
さいめんもう

のある） マメ科 ハギ属

半低木状
はんていぼくじょう

の多年草
たねんそう

です。茎
くき

は直立しています。
葉、茎ともに黄褐色

おうかっしょく

の軟毛
なんもう

が密生
みっせい

し、長細い托
たく

葉
よう

があります。花は７～９月に１cm以下の白い
花が咲き、果実

かじつ

にも軟毛が密生します。草丈
くさたけ

は１
～1.5ｍです。

日当たりの良い草地や、道路脇の砂地など。また
河原や海に近い砂地に生育します。

本州から沖縄まで分布し、県内は全県に分布して
います。

磯部、上山田の路傍
ろぼう

に30個体程度生育しています。
刈り払いや自然遷移

しぜん せ ん い

による個体数の減少が懸念
けねん

さ
れています。

普通のハギに比べ、鑑賞
かんしょう

価値が少ないというところから、この名がつけられたようです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：準絶滅危惧

マキエハギ 【蒔絵萩】
Lespedeza virgata（枝のある） マメ科 ハギ属

半低木状
はんていぼくじょう

の多年草
たねんそう

です。茎
くき

は多少束生
そくせい

し枝は細
く分枝

ぶん し

します。高さ30～60cmになります。花は
通常２個並び、小蝶形花で、基部付近には赤斑が
あり、先端

せんたん

がとがります。花は８～９月に開きま
す。

丘 陵
きゅうりょう

地
ち

から低山帯の日当たりのよい路傍
ろぼう

や草原
に生育します。

本州から沖縄まで分布、県内は全県に分布してい
ます。

更級・上山田地区の日当たりのよい草地や林縁
りんえん

に
生育しています。個体数は20個体以内で、刈り払
いや自然遷移

しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が危惧
き ぐ

されます。

和名は細かい花柄
かへい

が直線的にのびている様子が蒔絵
まきえ

の筆法
ひっぽう

に似ているため名付けられたとされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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カジカエデ 【梶楓】
Acer diabolicum（大きくて荒々しい） カエデ科 カエデ属

落葉
らくよう

高木です。雌雄
しゆう

異株
いし ゅ

で、４～５月に紅色をお
びた淡緑

たんりょく

色の花をつけます。葉は単葉
たんよう

で対生
たいせい

し、
葉身
ようしん

はほぼ五角形で、葉の基部から５本の 掌 状
しょうじょう

脈
みゃく

がでています。

山地の林内に生育します。

本州（宮城県以南）、四国、九州に分布し、日本
海側には少ないです。県内は東部、南部に分布し
ます。日本固有種です。

羽尾地区の一箇所のみです。県内の北限
ほくげん

に近いと
考えられます。谷筋

たにすじ

の針葉
しんよう

樹林下で生育し、１個
体のみの確認です。森林の整備や下草刈りにより絶滅

ぜつめつ

する危険性があります。

和名は葉の形がカジノキに似ているためで、別名は葉が大きいためオニモミジともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

メグスリノキ 【目薬の木】
Acer nikoense（日光産

さん

の） カエデ科 カエデ属

落葉
らくよう

高木です。花は５月に白色の花をつけます。
すぐ大きな翼

よく

のある実をつけます。葉は対生
たいせい

で、
３枚ずつつき、葉柄

ようへい

の長さは２～３cmで、開出
かいしゅつ

します。白い毛が密生
みっせい

するのが特徴です。
樹高
じゅこう

は７～10ｍ程度になります。

山地の谷間や山腹に生育します。

本州（宮城、山形県以南）、四国、九州に分布し
ます。県内は全県に分布しますが、少ないです。
日本固有種です。

羽尾、倉科、冠着山に生育します。落葉
らくよう

樹林内に
単生
たんせい

しています。それぞれ１個体ずつですが、高
さは５～10ｍの成木になっています。森林整備や間伐

かんばつ

などによる伐採
ばっさい

が懸念
けねん

されます。

和名は樹皮
じゅ ひ

を煎
せん

じて洗眼薬にしたことよりつけられたと言われています。別名をチョウジャノキ（長者の木）ともいいま
すが語源は不明です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ヒカゲスミレ 【日陰菫】
Viola yezoensis（北海道の） スミレ科 スミレ属

多年草
たねんそう

で、４月頃白色で側弁
そくべん

と唇弁
しんべん

には紫色のす
じの入った花をつけます。花径

かけ い

は２～３cm程度、
葉はやわらかく、白い毛が多くはえています。地
下に匐枝

ふくし

を出して増えるので群生
ぐんせい

することが多い
です。

谷筋の落葉
らくよう

樹林下
じゅりんか

で、明るい林内から林縁
りんえん

、湿
しつ

度
ど

の高い半日陰を好みます。

北海道（西南部）から九州に分布、県内は全県に
分布しますが、中部に多産

たさん

、日本固有種です。

倉科地区の一箇所のみに群生します。カラマツ、
スギの植林の中で、50～70個体の群落

ぐんらく

を形成して
います。山林の枝払いなど整備を行なったことにより、個体数が増えました。
土砂崩落

ほうらく

、森林整備、踏
ふ

みつけ、林道整備などによる個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名は日陰を好むスミレという意味です。葉が暗紫
あんし

色のものをハグロスミレとして区別しています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ミズユキノシタ 【水雪之下】
Ludwigia ovalis（広楕円形

こうだえんけい

の） アカバナ科 チョウジタデ属

泥の上を這
は

う長さ20～30cmの多年草
たねんそう

です。葉は紫色がかった褐色
かっしょく

で長さ
２cmほどの広い卵形です。花期は９月で、葉の付け根に花弁のない淡い緑
色の小さな萼片

がくへん

を付けます。

池沼などの水辺で、時には水没
すいぼつ

するような場所に生育します。

本州から沖縄に分布し、県内では北部に分布します。

大池と川西の一部のため池に分布しますが、生育地は２～３箇所で株数も
少ないです。
池沼開発や湿地

しっち

開発、河川改修、水質汚濁
おだく

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は、水中に生えるユキノシタの意味ですが、形態
けいたい

はユキノシタには似
ていません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：指定なし

上：全体 下：花
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ホタルサイコ
【蛍柴胡】
Bupleurum longiradiatum f.elatius

（放射状に長い）（より高い）
セリ科 ミシマサイコ属

山地の明るい草原に生える多年草
たねんそう

で、葉は基部
き ぶ

が
広がって茎

くき

を抱き、表面は緑白色です。７～８月
頃、茎

くき

の頂に黄色の小花を笠状
かさじょう

につけます。草
くさ

丈
たけ

50～100cmになります。

山地の日当たりのよい草地や林縁
りんえん

に生育します。

本州、四国、九州に分布、県内は中部、東部に多
く、南部、北部に少ないです。

森地区１箇所でコナラの林内に２個体ほど生育し
ています。草原性なので、樹林繁茂

は ん も

などの被圧
ひ あ つ

、
自然
し ぜ ん

遷移
せ ん い

が絶滅
ぜつめつ

の要因となっています。

和名は花が黄色く、小さいので蛍の光にみたて、サイコとは、この類の生薬
しょうやく

の名を柴胡と呼んだとされたことから名づけ
られています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ドクゼリ 【毒芹】
Cicuta virosa（有毒の） セリ科 ドクゼリ属

泥地に生える大型の多年草
たねんそう

で、地下茎
ち か け い

は太く緑色
で、竹の節のようにごつごつしています。７～８
月、白い小さな花を笠状

かさじょう

に広げる様はレース細
工のように繊細

せんさい

です。
茎
くき

は中空で枝を多く分けます。
草丈
くさたけ

100cm程度になります。

湿地
し っ ち

、川辺などの水湿地
みずしっち

に生育します。

北海道、本州、九州に分布し、県内は全県の湿地、
流れや水辺に分布します。

八幡・羽尾地区の２箇所のみで池の周辺などの湿
しめ

った場所に４～５個体生育しています。湖沼
こしょう

の整備や清掃、草刈りなどにより個体数の減少が懸念
け ね ん

されます。

和名は地下茎
ち か け い

や根に毒
どく

成分が多いため、ドクゼリと呼ばれますが、食用となるセリより大型のため、オオゼリともよばれ
ます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：萌芽時
下：標本
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ギンリョウソウ 【銀竜草】
Monotropastrum humile（低い） イチヤクソウ科 ギンリョウソウ属

林内の枯葉の積もった所に生える腐生
ふ せ い

植物です。
全
ぜん

草
そう

が白色透明
とうめい

で６～８月頃開花します。花も
茎
くき

も葉もガラス細工のようです。暗い森の中に
妖
あや

しげな姿を見せています。草丈
くさたけ

は約８cm。

針葉
しんよう

、広葉
こうよう

の混合林などの暗い林床
りんしょう

に生育しま
す。

北海道から九州に分布し、県内は全県の山地帯
から亜高山帯に分布しています。

八幡・森地区の２箇所で、林中の落葉
お ち ば

の積もっ
た暗い場所に３～４個体確認しています。
森林の整備、下草刈り、踏

ふ

みつけ、自然遷移
し ぜ ん せ ん い

な
どが絶滅

ぜつめつ

の要因となっています。

和名は銀色をした竜にたとえてありますが、暗い生育場所とその色合いの様子からユウレイタケとの別名もあります。
腐生植物
ふせいしょくぶつ

のため、毎年同じ所に出現しません。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ベニバナイチヤクソウ
【紅花一薬草】
Pyrola asarifolia ssp. incarnata
（カンアオイ属のような葉）（肉色の）

イチヤクソウ科
イチヤクソウ属

半寄生
はんきせい

の多年草
たねんそう

です。葉は円形または楕円形
だえんけい

で緑
色です。約20cmの花茎

か け い

を伸ばし、６～７月に紅
色の花を多数つけます。イチヤクソウ属の中では
唯一
ゆいいつ

紅色の花を咲かせます。

低山帯から亜
あ

高山帯
こうざんたい

の明るい林床
りんしょう

や林縁
りんえん

に群生
ぐんせい

します。

北海道と本州（中部地方以北）に分布、県内は全
県に分布しています。

五里ヶ峯、 樺 平
かんばだいら

、鏡台山に生育していますが、
生育地も少なく株数も少ないです。採取

さいしゅ

や自然
し ぜ ん

遷
せん

移
い

による減少が懸念
け ね ん

されます。

赤い花のイチヤクソウのことで、一薬草は全草
ぜんそう

が薬草に用いられることを意味し、傷
きず

や虫刺
さ

されに効くとされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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イワナシ 【岩梨】
Epigaea asiatica（アジアの） ツツジ科 イワナシ属

常 緑
じょうりょく

の小低木です。地面を這
は

って、茎
くき

は木質
もくしつ

で褐色
かっしょく

の毛が
生えています。葉は柄

え

があり、互生
ご せ い

します。長楕円形
ちょうだえんけい

で両面
にはまばらな毛が生えています。
葉質
ようしつ

は硬
かた

くふちに褐色の刺毛
し も う

があります。４～５月頃淡紅色
たんこうしょく

の花を数個開きます。花径
か け い

は約１cm。

山地の林縁
りんえん

や斜面
しゃめん

に生育しています。

北海道の西南部、本州の日本海側に分布します。県内は北部、
中部の多雪地帯に産します。

猿飛池周辺や三和峠などの山地（日陰）の斜面
しゃめん

に、10～20個
体が点在

てんざい

しています。林道整備や土砂の崩落
ほうらく

が絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

の要
因です。

果実
か じ つ

は液果
え き か

で多肉
た に く

のため、甘くて食べられます。和名はこの
果実の姿がナシの果実に似ていて岩場に生育することから、
岩梨の名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ユキグニミツバツツジ
【雪国三葉躑躅】
Rhododendron lagopus var.niphophilum

（ウサギの脚）（雪を好む）
ツツジ科 ツツジ属

落葉
らくよう

低木です。山地帯の林内に菱形状の葉を３枚
ずつ輪生

りんせい

します。５月に葉よりも先に花径
か け い

３～４
cm程度の紅紫色

こうししょく

の花を漏斗
ろうと

状に開き、浅く５裂
します。葉柄

ようへい

に毛がないことが特徴です。

山地の林内や林縁
りんえん

、岩場に生育します。

本州（秋田県から鳥取県の日本海側）に分布、県
内は北部に多く中部は少ないです。日本固有種で
す。

大林山、八幡、冠着山の３箇所のみです。
針葉
しんよう

樹と広葉
こうよう

樹の混生
こんせい

した疎林
そ り ん

に生育していま
す。大林山では大群落

ぐんらく

を形成しています。森林整備や自然遷移
し ぜ ん せ ん い

が絶滅
ぜつめつ

の要因となります。

和名は日本海側の多雪地に限って分布していることから名付けられています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし



87

維
管
束
植
物

ヤブコウジ 【藪柑子】
Ardisia japonica（日本の） ヤブコウジ科 ヤブコウジ属

常 緑
じょうりょく

小低木。細くて長い匍匐
ほふく

する茎
くき

があり、基
き

部
ぶ

は斜上
しゃじょう

し、上部はほとんど分枝
ぶん し

しません。葉
は輪生

りんせい

状につき、長楕円形
ちょうだえんけい

で、長さ約６～13cm
程度です。夏に下向きの白い花をつけます。秋か
ら冬にかけ、赤い果実

かじつ

をつけます。

山地の林内に生育します。

北海道（奥尻島）から九州まで分布しています。
県内は北部の多雪地

た せ つ ち

と南部の暖地
だんち

に分布します。

八幡・倉科地区の落葉樹の林床
りんしょう

に生育します。
５～６個体のみの生育で、森林の整備や自然遷移

しぜん せ ん い

による個体数の減少が懸念
けねん

されています。

同じ科のマンリョウ（万両）、センリョウ（千両）、タチバナ（百両）、ヤブコウジ（十両）として縁起
えんぎ

の良い植物とされて
います。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ノジトラノオ 【野路虎の尾】
Lysimachia barystachys（重い穂を持った） サクラソウ科 オカトラノオ属

多年草
たねんそう

です。茎
くき

には褐色
かっしょく

の長毛
ちょうもう

がはえています。
葉は茎

くき

全体に互生
ごせい

し、細長い楕円形
だえんけい

で、先は細く
とがっています。花は６～７月に咲き、花冠

かかん

は白
で直径８～10mm程度です。草丈

くさたけ

は70～100cm程
度まで伸びます。

山地の草原や、やや湿気のある原野に生育します。

本州（関東以西）から九州（北部）に分布、県内
は、中部、東部、南部に分布しています。

八幡の棚田、羽尾地区の２箇所で確認しています。
水田や、池の畔

あぜ

に100個体以内の群生
ぐんせい

。刈り払い
や自然遷移

しぜん せ ん い

による個体数の減少が懸念
けねん

されます。

和名は原野の道ばた沿いに生え、花序の形が虎
とら

の尾に似ているためこの名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類
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センブリ 【千振】
Swertia japonica（日本の） リンドウ科 センブリ属

二年草で、草丈
くさたけ

は５～30cmです。茎
くき

は直立して
枝分かれします。葉は線形

せんけい

で幅２～５mm。花期
は10月で、枝先や葉の脇に紫色の筋の入った白い
花を咲かせます。

日当たりの良い山野の草地に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下にわた
り分布しますが北部では少ないです。

三峯山山麓
さんろく

の林道沿いや大林山山麓の道路法面
のりめん

に
生育し、株数は比較的少ないです。薬草としての
採取
さいしゅ

や自然遷移
しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は全草がとても苦く、湯の中で1000回振って苦みを出してもまだ苦いというので千振と名付けられました。民間薬と
して知られ、別名トウヤクともいいます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

タチカメバソウ 【立亀葉草】
Trigonotis guilielmii（採集家ギリエルムの） ムラサキ科 キュウリグサ属

多年生の草本
そうほん

植物で、高さは20～40cmで、葉は卵形
らんけい

から広卵形
こうらんけい

で下方のも
のには長い柄

え

があります。５～６月、枝先の花序
かじ ょ

に白色から淡青紫色
たんせいししょく

の花
をつけます。花序

かじょ

には包葉
ほうよう

はなく、二叉に分枝します。

山地の湿
しめ

った林縁や草地に生育します。

北海道、本州に分布、県内は全県に分布しています。日本固有種です。

佐野川上流の湧水脇
ゆうすいわき

に群落を形成しています。自然遷移
しぜ ん せ ん い

などにより個体数
の減少が考えられます。

和名は葉が亀
かめ

の甲
こうら

形で茎全体が直立するからということです。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

上：タチカメバソウの群落 下：花
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ソクズ 【 】
Sambucus chinensis（中国の）
蒴藋 スイカズラ科 ニワトコ属

大型の多年草
たねんそう

で、葉はニワトコに似ています。７
～８月に茎

くき

の頂に笠のように広げた白色の花をつ
け、花序

かじょ

のところどころに黄色いつぼ形の腺体
せんたい

が
あるのが特徴です。
草丈
くさたけ

は１～1.5ｍほどになります。

低山の草地から人家の周辺に生育します。

北海道（渡島
おしま

半島）から九州に分布、県内は北部
に稀

まれ

に分布します。

戸倉地区の市街地に５～６個体、墓地
ぼ ち

の中に生育
しています。墓地の整備、清掃による絶滅

ぜつめつ

が懸念
けねん

されます。

和名の語源ははっきりしませんが、この植物を乾燥
かんそう

したものが漢方の
さくだく

なので、これが転化したものと考えられていま
す。別名はクサニワトコといいます。

蒴藋蒴藋

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：指定なし

イヌノフグリ 【犬の陰嚢】
Veronica didyma var.lilacina（二個連合した）（ライラック色）

ゴマノハグサ科
クワガタソウ属

二年草
にねんそう

で、オオイヌノフグリに似ていますが、大
きさが小さく茎

くき

の下部は枝分かれし、地面を這
は

っ
ています。下部の葉は対生

たいせい

、上部の葉は互生
ごせい

しま
す。葉は１cm以内で３～５月に淡紅色

たんこうしょく

の４弁の
花を開きます。果実

かじつ

は２つつながった球形で、そ
の形よりこの名があります。

土手や道ばたの草地や石垣の間に生育します。

本州から沖縄に分布、県内は全県に分布しますが
少ないです。

戸倉市街地、城山（上山田）の２箇所で生育を確
認しています。20～30個体が駐車場などの礫地

れきち

に
生育しています。開発や草刈りが減少の要因です。

オオイヌノフグリ、タチイヌノフグリは外来植物ですが、本種は日本列島の自生植物です。別名は果実の形からヒョウタ
ングサと呼ばれます。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：絶滅危惧Ⅱ類



90

維
管
束
植
物

ニシキウツギ 【二色空木】
Weigela decora（美しい） スイカズラ科 タニウツギ属

落葉低木
らくようていぼく

で、葉は対生
たいせい

します。葉柄
ようへい

は１cm程度
で、葉の大きさは長さ６～10cm、幅は３～６cm
で鋸歯

きょし

があります。５～６月頃、初め白色、後は
暗紅色
あんこうしょく

となる花を開きます。花の長さは３cmく
らい。種子には翼

よく

があります。
樹高
じゅこう

は２～３ｍです。

山地の低木林内に生育します。

本州（中部の太平洋側）、四国、九州に分布し、
県内は中部、南部に分布します（千曲市は北限に
近い分布地）。日本固有種です。

大林山１箇所のみで、登山道に沿った低木林内に
生育しています。枝分かれした２個体程度のみです。自然遷移

しぜん せ ん い

や山林整備による絶滅
ぜつめつ

が危惧
き ぐ

されます。

和名は花が白く咲いて、赤くなって散るので二色
にしき

の花が咲くウツギの仲間という意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

キキョウ 【桔梗】
Platycodon grandiflorum（大きい花の） キキョウ科 キキョウ属

草丈
くさたけ

50～100cm程度の多年草
たねんそう

で、時に上の方で枝
分かれします。葉は狭い卵形で先は尖

とが

り長さ４～
７cm。縁

ふち

に鋭
するど

い鋸歯
きょ し

があります。花期は７～９
月で、直径４～５cmの青紫色で鐘形

かねがた

の花を茎
くき

の
頂き近くに数個つけます。

低山帯の日当たりの良い草地に生育します。以前
では人里の田畑の畦にも見られました。

北海道から沖縄に分布し、県内では全県下にわた
り分布します。

大峰山山麓に自生しますが株数は３個体のみで極
めて少ないです。生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

や草地管理の
放棄
ほうき

による消滅が懸念
けねん

されます。

和名のキキョウとは漢名の桔梗の音読みです。蕾
つぼみ

の時は風船のようになっているため、英名をバルーンフラワーといいま
す。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：絶滅危惧Ⅱ類

（標本）
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ヤナギタンポポ 【柳蒲公英】
Hieracium umbellatum（散形花序

さんけいかじょ

の） キク科 ヤナギタンポポ属

草原に生える多年草
たねんそう

です。茎
くき

は硬
かた

く枝は上部のみ
出ます。葉は厚質で、ざらつきます。８～９月頃
茎
くき

の頂に笠状
かさじょう

に広げた黄色の花径
か け い

３cm程度の花
をつけます。
草丈
くさたけ

は60cm程度になります。

草地や道端などに生育します。

北海道、本州、四国に分布します。県内は全県下
に分布します。

生萱、力石、八幡、森、佐野の各地区に分布して
います。日陰の林の中に生育し、各地域とも２～３個体です。草原の消滅、自然遷移

し ぜ ん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

が懸念
け ね ん

されます。

和名は柳の葉形をしたタンポポのことで、タンポポはタンポ穂のことで、タンポのような穂を持つ植物のことと考えられ
ています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ホソバミズヒキモ 【細葉水引藻】
Potamogeton octandrus（八雄ずいの） ヒルムシロ科 ヒルムシロ属

小型の浮葉
ふ よ う

植物で、浮葉は長楕円形
ちょうだえんけい

で、長さは
1.5～２cm、沈水葉

ちんすいよう

は線形
せんけい

で先はとがります。花
は６～９月、黄緑色から黄褐色で花穂

か す い

に３～４段
につきます。
浮葉のつかない個体もあり、分類が困難です。

ため池や河川、水路などに生育しています。

北海道から沖縄に分布、県内は全県にわたります
が、少ないです。

市内各所の用水路に生育しますが、いずれも個体
数は少なく、水路清掃などにより個体の減少が
懸念
け ね ん

されます。

和名は、水中に横たわる、糸状葉を水引に模
も

したものと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：準絶滅危惧 環境省：指定なし

左下：標本
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キバナノアマナ 【黄花の甘菜】
Gagea lutea（黄色の） ユリ科 キバナノアマナ属

草丈
くさたけ

15～25cmの多年草
たねんそう

で、葉は細長く、白い粉
がふいたような緑色で、早春の４～５月にアマナ
に似た黄色の花を咲かせます。

低山帯の草原や明るい林縁
りんえん

、林下
りんか

に生育します。

北海道から本州中部以北、西部、四国、九州には
稀
まれ

に分布し、県内ではほぼ全県下にわたり分布し
ます。

倉科・森地区で５～10個体の生育を確認しまし
た。
生育地の自然遷移

しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名は黄色い花の咲くアマナという意味ですが、アマナとは別の属です。アマナとはその鱗茎
りんけい

に甘味があることから付け
られた名です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ワニグチソウ 【鰐口草】
Polygonatum involucratum（総苞

そうほう

のある） ユリ科 アマドコロ属

林縁
りんえん

や、草原に稀
まれ

に生える多年草
たねんそう

です。５～６月
頃、下方の葉のもとに短い花枝

か し

、その先に白緑色
の２個の花が並んでつきます。その外側に２枚の
大きな苞葉

ほうよう

がつきます。

林縁
りんえん

の草地に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布します。

大林山に７～８個体生育しています。山道の脇の
低木の下に生育しています。
登山道の整備や自然遷移

しぜん せ ん い

（被圧
ひあ つ

）などによる個体
数の減少が懸念

けねん

されます。

和名は２枚の苞葉を神社の鈴の鰐口
わにぐち

に見立てたものとされています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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アマナ 【甘菜】
Amana edulis（食べられる） ユリ科 アマナ属

多年草
たねんそう

で、葉は２枚根から出て、地面で平開
へいかい

しま
す。やわらかく淡緑色

たんりょくしょく

で縁
ふち

は若干赤みを帯びま
す。この葉は根元で抱き合っています。葉の長さ
15～25cmです。花は４月に葉の間から花茎

かけ い

を出
し、先端

せんたん

に１つ白い花をつけます。草丈
くさたけ

は15～
25cmです。

日当たりのよい原野
げんや

に生育します。

本州（福島以南、石川以西）から奄美に分布しま
す。県内は北部、中部、南部に分布します。

八幡地区の棚田の１箇所にあります。日当たりの
よい草地で群生

ぐんせい

しています。荒れ地の草刈りを行
ったことにより、生育環境が整い群生しはじめたものと考えられます。草地の減少、自然遷移

しぜん せ ん い

が絶滅
ぜつめつ

の要因です。

和名は、鱗茎
りんけい

の白肉に辛味
からみ

や刺激味がなく、食用になることからこの名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：指定なし

ツクバナンブスズ 【筑波南部篶】
Neosasamorpha tsukubensis（筑波山の） イネ科 スズザサ属

ササ類で高さは100～150cm程の直径４～７mm
と太い茎（稈

かん

）を持つササです。
鞘、葉鞘

ようしょう

、節間などは無毛で葉の裏面にのみ
軟毛
なんもう

が密生
みっせい

します。

林縁や原野の明るい環境に生育します。

北海道、本州（太平洋側）、四国、九州に分布し
ます。県内は東部、南部で中部は稀

まれ

です。日本固
有種です。

力石（上山田）標高
ひょうこう

390ｍの地点で、耕作地の間
の平地と用水の岸に生育しています。
３ｍ×２ｍの群落

ぐんらく

が２箇所ありますが、森林整備、耕地整理などにより、絶滅
ぜつめつ

のおそれがあります。

和名は基準産地が筑波山にあるスズタケの意味です。筑波山で発見されたのでこの名があります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ヌマガヤツリ 【沼蚊帳吊】
Cyperus glomeratus（球状になった） カヤツリグサ科 カヤツリグサ属

大型の１年生単子葉
たんしよう

植物で、茎
くき

は40～100cmにな
り、太いです。９～10月頃長卵形

ちょうらんけい

の花穂
かす い

に小穂
しょうすい

が二列に並び、長さ３～４cmになります。沼に
生えるカヤツリグサと言いますが、千曲市では河
川畔にのみ生育します。増水などにより、生育地
が移動します。

川の流れに沿う水湿地に生育します。

本州（中部）に分布、県内は全県に分布しますが、
分布地は少ないです。

千曲川畔の水辺で、タコノアシと共存しています。
10個体内外で、生育地の特性上、河川の増水、
自然遷移
しぜん せ ん い

による絶滅
ぜつめつ

の危険性があります。

和名は沼に生えるカヤツリグサの意です。カヤツリグサとは子供が茎
くき

を裂
さ

いて、蚊帳
か や

を吊
つ

る形にするところから名付けら
れたと言われています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧ⅠＢ類 環境省：指定なし

サイハイラン 【采配蘭】
Cremastra appendiculata（付属物のある） ラン科 サイハイラン属

多年草
たねんそう

です。長楕円形
ちょうだえんけい

で長さ15～35cm、幅３～
５cmの葉を１枚付け、30～50cmの花茎

かけい

を伸ばし、
采配
さいはい

に似た淡
あわ

い紅紫色
こうししょく

の花を密
みつ

に多数つけます。
花期は６～７月です。

低山帯の林内に生育します。

北海道から九州に分布し、県内では全県下に分布
します。

更級川、戸倉・生萱地区に生育し、株数は少ない
ですが、更級川の生育地では大きな株が見られま
す。園芸採取

えんげいさいしゅ

や生育地の自然遷移
し ぜ ん せ ん い

による減少が
懸念
けねん

されます。

和名は、細く長く切れた花被片
か ひ へ ん

の様子が軍陣
ぐんじん

を指揮するのに使った采配
さいはい

に似ていることから名付けられています。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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ミヤマモジズリ 【深山文字摺】
Gymnadenia cucullata（頭巾状の） ラン科 テガタチドリ属

多年草
たねんそう

です。葉は地面際に互生
ごせ い

の楕円形
だえんけい

の葉を２枚だし、その間
から茎

くき

が１本、下部に小さな茎葉
けいよう

を３～４枚出し、上部は穂状に
ねじれた花が数個つきます。花期は７～９月で、草丈

くさたけ

はおよそ10
～20cmです。

針葉樹林下に生育します。

北海道から本州（中部以北）、四国に分布、県内は全県に分布して
います。

旧四十八曲峠（上山田）の路傍
ろ ぼ う

に10個体ほど生育しています。
自然遷移
しぜん せ ん い

による減少が懸念
けねん

されます。

和名の捩摺
もじずり

は捩
ねじ

れ摺
ず

りの意味で、この花が捩れて咲く様
さま

を表した
といわれています。ミヤマは奥山の意味です。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし

ジガバチソウ 【似我蜂草】
Liparis krameri（採集家クラメルの） ラン科 クモキリソウ属

多年生
たねんせい

草本
そうほん

で、花径
かけ い

は10～20cmで、広卵形
こうらんけい

の葉
が２枚つき、横の脈

みゃく

が網目
あみ め

模様
もよ う

となり、はっき
りしています。クモキリソウにはこの網目模様が
ほとんどないので、区別できます。５～６月に淡

たん

緑 色
りょくしょく

または暗紫褐色
あんしかっしょく

の花を10個ほどつけます。

山地の林内の明るい草地で生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布します
が、少ないです。

大林山中腹の尾根上
おねじょう

の高木の少ない草地に10個体
程度、花が淡緑色のもの、暗紫褐色のもの両方生育しています。自然遷移

しぜ ん せ ん い

、踏
ふ

みつけ、採取
さいしゅ

などによる絶滅
ぜつめつ

のおそれがあ
ります。

和名は花の形を蜂
はち

に見たてたもので、花の色により、アオジガバチソウ（写真左）、クロジガバチソウ（写真右）と区別す
ることもあります。

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：指定なし 環境省：指定なし
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維
管
束
植
物

コケイラン 【 】
Oreorchis patens（開出の）
小蕙蘭 ラン科 コケイラン属

深山の明るい林内に生育する多年草、葉は根元に２枚、花は６
～７月頃咲きます。花径

かけ い

は１cm程度、黄褐色
おうかっしょく

で、唇弁
しんべん

は白に
紅紫の斑点

はんてん

があり、茎
くき

の高さ30～50cm程度です。

低山帯上部の落葉
らくよう

樹林
じゅりん

内に生育します。

北海道から九州に分布、県内は全県に分布しますが、個体数は
少ないです。

桑原地区の佐野川の上流、低木の林床
りんしょう

に２～３個体ずつ２箇
所生育しています。
自然遷移
しぜ ん せ ん い

や河床
かしょう

の 流 出
りゅうしゅつ

などの自然災害が絶滅
ぜつめつ

の要因となって
います。

和名の
けい

とはシランやガンゼキランのことで、これと葉が似て
いますが花が小さいのでこの名があります。

蕙蕙

特記事項

市内の状況と絶滅危惧要因

国内や県内の分布

生育環境

種の特徴

絶滅危惧ⅠＢ類 長野県：絶滅危惧Ⅱ類 環境省：指定なし




